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アスベスト対策費等の
補正予算を可決！

みたけ議会だより（平成１７年１１月１日） －　－2

▽
平
成
十
七
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）歳

入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
六
千
二
百
五
十
二
万

八
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五

十
六
億
六
千
二
百
九
十

万
一
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

今
回
の
補
正
予
算
の

内
容
と
し
て
は
、
人
件

費
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
が
無
投
票
で
あ

っ
た
こ
と
と
、
こ
の
四

月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

予
算
科
目
に
過
不
足
が

生
じ
る
た
め
、
現
状
の

人
員
に
合
わ
せ
た
予
算

と
す
る
も
の
で
す
。

人
件
費
以
外
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、

【
総
務
費
】

ア
ス
ベ
ス
ト
成
分
調

査
委
託
料
（
三
百
万
円
）、

町
制
五
十
周
年
記
念
式

典
関
係
の
予
算
科
目
の

組
替
え
、
本
庁
印
刷
機

の
更
新
、「
希
ら
り
館
」

車
庫
建
設
工
事
、
介
護

保
険
制
度
改
正
に
伴
う

電
算
機
器
の
更
新
、
ウ

ィ
ル
ス
ソ
フ
ト
の
更
新
、

岐
阜
県
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
の
準
備
経
費
。

【
民
生
費
】

Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー
成
果

調
査
委
託
料
、
町
制
五

十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
「
あ
ゆ
み
館
」

平
成
十
七
年
第
三
回
定
例
会
は
九
月
十
三
日
に
開
会
し
、
九
月
二
十
七

日
ま
で
の
十
五
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

提
出
案
件
は
、
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
を
は
じ
め
、
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
、
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
一
部
改
正
、
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
計
十
七
件
上
程
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

役場本庁舎機械室の壁面に吹き付けられているアスベスト

《町の公共施設を調査した結果、26施設69箇所の内、
58箇所でアスベストの使用を確認しました》

平成17年 第3回定例会

アスベスト対策費等の
補正予算を可決！
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周
辺
の
記
念
植
樹
委
託

料
、
保
健
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
、
介
護
保
険
事

業
介
護
給
付
費
繰
出
金
、

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

の
増
刷
。

【
農
林
水
産
業
費
】

板
良
川
用
水
路
修
理

用
重
機
借
上
料
と
材
料

費
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
駆

除
報
償
費
、
津
橋
地
内

の
町
有
林
造
林
保
育
事

業
委
託
料
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
水
土
里
隊
」
に

よ
る
町
有
林
等
管
理
用

枝
打
ち
梯
子
や
背
負
い

枝
打
ち
機
等
の
備
品
購

入
費
。

【
商
工
費
】

観
光
休
憩
所
の
屋
根

塗
装
と
ト
イ
レ
修
繕
。

【
土
木
費
】

北
山
地
区
の
地
積
調

査
と
除
草
委
託
料
。

【
消
防
費
】

洞
地
内
の
亜
炭
廃
坑

調
査
口
の
土
地
借
上
料

と
調
査
口
整
備
工
事
。

【
教
育
費
】

東
濃
実
業
高
校
の
ボ

ー
ト
部
な
ど
全
国
大
会

参
加
助
成
と
し
て
の
各

種
大
会
参
加
者
激
励
金
、

学
校
間
総
合
ネ
ッ
ト
接

続
工
事
、
上
之
郷
小
学

校
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
修

繕
、
伏
見
小
学
校
屋
内

消
火
栓
修
理
、
家
庭
教

育
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印

刷
、
比
衣
及
び
上
恵
土

地
内
の
史
跡
事
前
調
査

費
。

【
予
備
費
】

今
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
の
た
め
、
一
時
的

に
予
備
費
（
千
六
百
六

十
四
万
五
千
円
）
に
組

み
入
れ
る
も
の
で
す
。

▽
平
成
十
七
年
度
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

▽
平
成
十
七
年
度
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

▽
平
成
十
七
年
度
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

平
成
十
六
年
度
の
一

般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
認

定
は
、
所
管
の
各
常
任

委
員
会
に
審
査
を
付
託

し
、
予
算
の
執
行
状
況

に
つ
い
て
詳
し
く
審
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

す
べ
て
の
会
計
の
決
算

は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。
各

会
計
の
決
算
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

そ
の
他
に
審
議

さ
れ
た
補
正
予
算

決
算
認
定

会　　計　　名 補正前予算 補正額 補正後予算

一般会計（第３号） ５,600,373 62,528 ５,662,901

介護保険特別会計（第１号） 989,000 29,574 １,018,574

下水道特別会計（第１号） １,183,000 △２,156 １,180,844

水道事業会計（第１号） 既決予定額 補正予定額 計

（収益的収入） 511,629 ４,755 516,384

（ 〃　支出） 505,278 △483 504,795

（資本的収入） 191,585 ０ 191,585

（ 〃　支出） 329,159 ４,292 333,451

※既決予算において資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額137,574千円に４,292千
円を増額補正し141,866千円とし、全額過年度損益勘定留保資金で補てんします。

平成17年度補正予算 （単位：千円）

（単位：千円）
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議
会
選
出
監
査
委
員
に

植
松
康
祐
議
員
が
就
任

九
月
二
十
七
日
を
も
っ
て
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
監
査
委
員
を
辞
職
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

安
藤
幸
雄
委
員
の
後
任
と
し
て
、
植
松
康
祐
さ
ん

が
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
、
議
員
全
員
の
賛
成
に

よ
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
任
期
は
、
安
藤
委
員
の
残
任
期
間
の
平
成

十
九
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
氏
　
名
）

植
松
う
え
ま
つ

康
祐
や
す
す
け

（
住
　
所
）

御
嵩
町
上
之
郷
七
〇
六
六
番
地

▽
岐
阜
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の

一
部
改
正

岐
阜
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
の
構
成

団
体
に
変
更
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
り
、
関
係
す

る
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
決
を
必
要
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
改
正
は
、
本
年

五
月
一
日
に
兼
山
町
が

可
児
市
へ
編
入
合
併
し

た
こ
と
に
よ
り
、
構
成

団
体
の
「
兼
山
町
」
を

削
り
、「
御
嵩
町
・
兼
山

町
中
学
校
組
合
」
の
名

称
を
「
可
児
市
・
御
嵩

町
中
学
校
組
合
」
に
変

更
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
議
案

▽
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
改

正
こ
の
改
正
は
、
水
防

法
及
び
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
に
お
け
る
土
砂

災
害
防
止
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

本
条
例
中
で
関
連
す
る

条
項
の
番
号
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

条
　
例

新車に更新された消防自動車（第一分団）

区　分
歳入合計 歳出合計 差引額

会　計

一　　般　　会　　計 6,992,123,657 6,924,902,121 67,221,536

特　　別　　会　　計 5,668,390,309 5,548,569,110 119,821,199

国民健康保険特別会 1,582,561,966 1,535,237,882 47,324,084

老人保健特別会計 1,814,397,470 1,776,437,211 37,960,259

介護保険特別会計 975,674,883 959,233,950 16,440,933

下水道特別会計 1,295,755,990 1,277,660,067 18,095,923

合　　　　　計 12,660,513,966 12,473,471,231 187,042,735

区　分 収入（事業収益） 支出（事業費用） 損益収支

損　益　計　算 514,438,948 438,267,991 76,170,957

平成16年度一般会計・特別会計歳入歳出決算総括表 （単位：円）

平成16年度水道事業会計決算表 （単位：円）

内
　
　
訳

※損益収支が76,170,957円の黒字となっていますが、その主な理由としては、経常経費の節減、年間有収水量の
増加及び一般会計からの繰入金（5,000万円）が考えられます。



－　－ みたけ議会だより（平成１７年１１月１日）5

教
育
長
に
只
腰
篤
憲
さ
ん
を
再
任

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
只
腰
さ
ん
が
、
引
き

続
き
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
議
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
受
け
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
只
腰
教
育
長
の
再
任
が

決
定
し
ま
し
た
。

只
腰
教
育
長
に
は
、
平
成
九
年
十
月
に
就
任
さ
れ
て
以
来
八
年

余
の
経
験
を
生
か
さ
れ
、
今
後
も
教
育
行
政
に
一
層
の
ご
活
躍
を

願
う
も
の
で
す
。

（
氏
　
名
）

只
腰

た
だ
こ
し

篤
憲

あ
つ
の
り

（
住
　
所
）

可
児
市
矢
戸
七
一
六
番
地
一

教
育
委
員
会
委
員
に
笹
谷
裕
美
子
さ
ん
が
就
任

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
辞
職
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
井
澤
俊
之
委
員
の
後
任
と
し
て
、
笹
谷
裕
美
子

さ
ん
が
委
員
に
任
命
さ
れ
、
議
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
受
け
、
十
月
一
日
付
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
任
期
は
、
井
澤
委
員
の
残
任
期
間
の
平
成
十
九
年
九
月
三

十
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
氏
　
名
）

笹
谷
さ
さ
た
に

裕
美
子

ゆ

み

こ

（
住
　
所
）

御
嵩
町
上
之
郷
六
四
九
二
番
地

【
議
長
報
告
】

▽
「
道
路
特
定
財
源
制

度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
」
の
議
決
に
つ
い

て▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
へ
の
支
援
と

助
成
の
要
望
書

▽
建
設
技
術
職
員
の
充

実
に
つ
い
て
の
要
望

▽
「
米
国
産
牛
肉
の
拙

速
な
輸
入
再
開
に
反
対

し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
万
全
な

対
策
を
求
め
る
」
陳
情

書▽
現
金
出
納
検
査
結
果

報
告
（
平
成
十
七
年
五

月
〜
七
月
分
）

【
町
長
報
告
】

▽
専
決
処
分
の
報
告(

損

害
賠
償
の
額
）
一
件

▽
分
権
時
代
の
新
し
い

地
方
議
会
制
度
の
構
築

を
求
め
る
意
見
書

▽
道
路
特
定
財
源
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

議
員
発
議
に
よ
り
提

案
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

九
月
二
十
八
日
付
で
内

閣
総
理
大
臣
を
始
め
、

国
の
各
関
係
機
関
へ
送

付
し
ま
し
た
。

▽
首
都
機
能
誘
致
対
策

特
別
委
員
会
報
告
書

首
都
機
能
移
転
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
年
衆

参
両
院
で
「
国
会
等
の

移
転
に
関
す
る
決
議
」

が
な
さ
れ
、
平
成
四
年

に
は
、「
国
会
等
の
移
転

に
関
す
る
法
律
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
会
等
移

転
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、

平
成
十
一
年
に
は
、
移

転
先
候
補
地
と
し
て
、

当
地
域
を
含
む
三
地
域

が
選
定
さ
れ
、
平
成
十

二
年
に
は
、
二
年
を
め

ど
に
候
補
地
を
絞
り
込

む
と
衆
議
院
特
別
委
員

会
で
決
議
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
候
補
地

の
調
整
が
つ
か
な
い
ま

ま
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
町

に
お
い
て
は
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
調
査
、

研
究
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
首
都
機
能
移
転

に
つ
い
て
国
の
方
向
が

定
ま
ら
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
調
査

研
究
に
つ
い
て
は
、
一

旦
終
了
し
た
旨
、
決
定

し
ま
し
た
の
で
報
告
し

ま
す
。

諸
般
の
報
告

意
見
書
の
送
付

委
員
会
報
告
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一

般

質
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一般
質問そそそそ ここここ がががが 知知知知 りりりり たたたた いいいい

一般質問は９月15日に行われ、６名の議員が活発な質問をしました。

１　早川　文人議員 ‥‥‥‥‥‥‥‥７ページ

○インターネットの利用について

○可児市との合併協議の再開は

２　下地　せつ子議員 ‥‥‥‥‥‥‥７ページ

○食育について

○アレルギー対策について

３　鈴木　元八議員 ‥‥‥‥‥‥‥‥８ページ

○御嵩町におけるアスベスト対策は

○唐沢川改修と市街地整備を早急に

（その他に「北山保全山林整備計画は？」の質

問がありました。）

４　梅原　　勇議員 ‥‥‥‥‥‥‥‥８ページ

○全国一斉学力テスト復活構想への見解は

○学校にこそゆとりを！

５　大沢　まり子議員 ‥‥‥‥‥‥‥９ページ

○成年後見制度利用支援事業の活用を

○エイズ対策について

（その他に「肺炎球菌ワクチンの公費助成を求

む」の質問がありました。）

６　岡本　隆子議員 ‥‥‥‥‥‥‥‥９ページ

○住民基本台帳の閲覧について

○御嵩駅前開発について

○2011年テレビ地上波デジタル化について

平成17年第３回定例会

特
別
委
員
会
の
委
員
会

構
成
の
変
更
が
あ
り
、
正

副
委
員
長
を
新
た
に
選
任

し
ま
し
た
。

▽
新
丸
山
ダ
ム
対
策
特
別

委
員
会

委
員
長
　
鍵
谷
幸
男

副
委
員
長
　
亀
井
千
歳

委
　
　
員
　
田
中
幸
雄

〃

植
松
康
祐

〃

佐
谷
時
繁

〃

大
沢
ま
り
子

〃

早
川
文
人

▽
自
動
車
道
対
策
特
別
委

員
会

委
員
長
　
谷
口
鈴
男

副
委
員
長
　
鈴
木
元
八

委
　
　
員
　
安
藤
幸
雄

〃

鍵
谷
　
一

〃

梅
原
　
勇

〃

岡
本
隆
子

〃

下
地
せ
つ
子

委
員
会
構
成
変
更
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
つ

い
て

本
年
第
一
回
定
例
会
で

は
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
利

用
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
後
伏
見
地
区
の
大

部
分
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
の
場
合
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
も
利
用
不

可
が
判
明
。
あ
る
企
業

で
は
や
む
な
く
電
力
系

通
信
事
業
者
と
契
約
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
、

し
か
し
こ
の
契
約
料
金

が
高
額
で
あ
る
こ
と
。

又
、
町
の
企
業
集
団
で

あ
る
工
業
団
地
で
も
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
利
用
不
可
の

企
業
が
数
社
有
り
。
上

恵
土
地
区
の
大
手
企
業

に
つ
い
て
も
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
要

望
が
強
い
。

最
近
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
「
御
嵩

町
に
お
け
る
情
報
イ
ン

フ
ラ
整
備
＝
光
プ
レ
ミ

ア
ム
」
の
提
案
が
さ
れ

た
が
町
の
考
え
方
は
。

【
梅
田
　
助
役
】

平
成
十
二
年
か

ら
町
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し

早
期
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
要
望
。
平
成
十
六
年

に
は
伏
見
地
区
の
高
速

通
信
化
を
要
望
。
本
年

八
月
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
岐

阜
支
店
か
ら
「
情
報
イ

ン
フ
ラ
整
備
方
法
の
提

案
」
が
あ
っ
た
。
早
急

に
町
情
報
化
対
策
会
議

で
他
事
業
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）

と
の
比
較
検
討
、
需
要
、

要
望
、
現
状
調
査
を
実

施
。
関
係
団
体
、
組
織

と
も
連
携
し
て
取
り
組

む
考
え
で
あ
る
。

可
児
市
と
の
合

併
協
議
の
再
開

は
可
児
市
の
再
選
挙
に

よ
り
新
市
議
会
議
員
が

選
出
さ
れ
た
が
「
旧
可

児
郡
の
一
体
化
」
を
目

標
に
合
併
協
議
再
開
の

考
え
は
。【

柳
川
　
町
長
】

御
嵩
町
は
合
併

し
な
く
て
も
十
分
や
っ

て
い
け
る
。
不
公
平
な

合
併
は
す
べ
き
で
は
な

い
。
現
段
階
で
の
合
併

協
議
再
開
は
ま
っ
た
く

考
え
て
い
な
い
。

高
速
情
報
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
は

早川文人

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 

①
学
校
検
診
に

お
け
る
小
中
高

の
、
尿
糖
検
査
と
心
電
図

測
定
の
実
施
に
つ
い
て
。

②
食
育
に
つ
い
て
、
現
況

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

【
只
腰
教
育
長
】

【
加
藤
　
参
事
】

①
学
校
保
健
法
に
基
づ
き

「
尿
集
団
検
査
」
は
腎
疾

患
の
早
期
発
見
早
期
治
療

が
対
応
策
の
第
一
義
と
さ

れ
「
児
童
生
徒
の
無
自
覚

性
蛋
白
尿
、
尿
糖
及
び
血

尿
を
抽
出
し
、
腎
疾
患
、

尿
路
疾
患
及
び
糖
尿
病
の

早
期
発
見
に
努
め
る
」
目

的
で
児
童
生
徒
全
員
を
対

象
と
し
て
い
る
。

「
心
電
図
集
団
検
診
」
は

小
学
校
は
一
年
生
と
四
年

生
・
中
学
校
は
一
年
生
・

高
校
は
一
年
生
を
対
象
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。
②

二
人
の
栄
養
士
が
計
画

的
、
定
期
的
に
食
指
導
に

入
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

家
庭
教
育
学
級
で
は
「
食

に
関
心
を
深
め
よ
う
」

「
給
食
を
試
食
し
よ
う
」

等
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
の

関
係
団
体
と
の
連
携
を
密

に
し
、
地
域
や
家
庭
に
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
に
、
も
っ
と
力
を
入

れ
た
い
。①

学
校
給
食
に

お
い
て
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
に
対
す
る

現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
児
や
そ
の

親
達
の
悩
み
や
共
有
で
き

る
懇
談
や
、
専
門
医
の
講

演
な
ど
の
開
催
に
つ
い

て
。

【
只
腰
教
育
長
】

【
加
藤
　
参
事
】

①
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象

の
児
童
生
徒
は
、
九
月
現

在
延
べ
七
十
三
名
。
毎
月

各
学
校
を
通
じ
て
「
献
立

表
に
よ
り
使
用
材
料
」
を

保
護
者
に
配
布
。
保
護
者

と
連
結
を
密
に
し
指
導
に

努
め
て
い
る
。
保
健
、
福

祉
、
教
育
等
の
連
携
に
よ

る
食
事
の
大
切
さ
と
「
偏

食
の
解
消
」
に
努
め
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た

教
育
に
取
り
組
み
た
い
。

②
食
教
育
推
進
の
観
点
か

ら
ア
レ
ル
ギ
ー
の
問
題
を

取
り
上
げ
た
「
講
演
会
」

も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た

い
。

食
の
安
全
・
安
心

下地せつ子

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 



ア
ス
ベ
ス
ト
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス

は
、
こ
こ
毎
日
と
言
っ
て

良
い
。
町
の
公
共
施
設
の

六
十
三
ヶ
所
を
調
査
し
た

中
で
疑
い
の
あ
る
施
設
は

二
十
六
ヶ
所
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

保
育
所
・
公
民
館
・
小
、

中
学
校
・
浄
水
場
等
々
で

発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
対
応
は
ど
う

か
。
又
、
御
嵩
町
に
は
ア

ス
ベ
ス
ト
関
連
企
業
は
あ

る
の
か
。
そ
れ
と
私
達
が

毎
日
水
道
水
を
利
用
し
て

い
る
が
水
道
管
の
中
に
ア

ス
ベ
ス
ト
管
が
５
千
㍍
程

あ
る
が
こ
れ
ら
の
影
響
は

あ
る
か
否
か
。

【
柳
川
　
町
長
】

ご
指
摘
の
通
り
、

当
町
の
公
共
施
設
の
中
に

も
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
施
設

が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
今

後
は
予
算
化
を
計
り
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
べ
き

最
大
な
努
力
を
し
ま
す
。

又
、
現
在
の
所
す
ぐ
に
危

険
だ
と
い
う
所
は
な
く
、

よ
り
一
層
の
調
査
を
し
た

上
で
対
処
い
た
し
ま
す
。

水
道
石
綿
管
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
工
事
に
あ
わ
せ
て

出
来
る
所
か
ら
取
り
替
え

て
行
き
ま
す
。

唐
沢
川
改
修
と
市

街
地
整
備
を
早
急

に
上
流
の
谷
山
池
が
完
成

し
二
十
七
万
ト
ン
の
水
が

貯
水
さ
れ
、
そ
れ
を
オ
ー

バ
ー
す
る
雨
量
が
降
れ
ば
、

そ
れ
は
災
害
を
予
知
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
毎
秒
一
ト
ン

以
上
の
水
が
流
れ
れ
ば
唐

沢
川
は
現
状
で
は
氾
濫
し

可
児
川
隣
接
地
域
は
床
上

浸
水
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

県
の
河
川
改
修
工
事
に
合

わ
せ
て
河
川
道
路
と
そ
れ

に
伴
う
昭
和
町
、
若
宮

一
・
二
の
市
街
地
整
備
、

防
災
道
路
計
画
も
含
め
て

町
は
費
用
対
効
果
を
考
え

て
、
可
茂
消
防
御
嵩
分
署

の
東
側
ま
で
の
面
的
整
備

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
水
野
　
参
事
】

ご
質
問
に
つ
い
て

は
考
え
る
所
も
あ
り
ま
す
。

ご
指
摘
の
人
災
に
な
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
の
で
こ
う

し
た
点
も
視
野
に
入
れ
努

力
し
ま
す
。

御
嵩
町
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は
…

鈴木元八

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 
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全
国
一
斉
学
力

テ
ス
ト
復
活
構

想
へ
の
見
解
は

過
度
の
競
争
を
あ
お
る
、

学
校
の
序
列
を
招
く
と

批
判
を
浴
び
、
廃
止
さ

れ
て
す
で
に
四
十
年
に

な
り
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
度
よ
り
の

教
育
改
革
に
伴
い
、
そ

れ
ぞ
れ
全
国
の
教
委
で

は
学
力
低
下
の
懸
念
か

ら
、
子
ど
も
の
学
習
改

善
の
参
考
に
す
る
た
め

の
学
力
テ
ス
ト
、
学
習

状
況
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
全
国
画
一
的
な

テ
ス
ト
よ
り
地
方
の
実

情
に
合
っ
た
テ
ス
ト
で

良
い
と
思
い
ま
す
が
。

【
只
腰
教
育
長
】

四
十
年
前
の
復

活
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
今
の
学
校
教
育
の

重
点
は
、
子
ど
も
達
に

い
か
に
基
礎
学
力
を
つ

け
る
か
で
あ
り
、
そ
の

評
価
を
適
切
に
判
断
す

る
学
力
テ
ス
ト
は
必
要

と
思
っ
て
い
る
。
問
題

は
調
査
が
ど
れ
だ
け
客

観
性
、
基
準
性
を
も
つ

の
か
。
そ
れ
が
的
確
な

も
の
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

学
校
に
こ
そ
、

ゆ
と
り
を
！

「
学
力
」
か
「
ゆ
と
り
」

か
の
二
分
法
は
良
く
な

い
。
し
か
し
、
そ
ん
な

考
え
の
も
と
、
ま
た
ま

た
学
習
指
導
要
領
が
見

直
さ
れ
そ
う
で
す
。
見

直
す
べ
き
は
、
上
意
下

達
で
学
校
を
振
り
回
し

て
来
た
教
育
行
政
の
仕

組
み
そ
の
も
の
で
は
。

【
只
腰
教
育
長
】

こ
こ
近
年
の
教

育
の
動
き
は
、
き
わ
め

て
異
例
で
慌
し
さ
を
感

じ
る
。
今
回
の
学
習
指

導
要
領
が
、
教
育
改
革

の
多
様
な
論
議
の
中
で

生
ま
れ
た
も
の
で
、
そ

の
難
し
さ
を
感
じ
て
い

る
。
学
校
は
責
務
を
果

た
す
中
で
ゆ
と
り
を
生

み
だ
す
努
力
を
し
て
い

る
。
教
育
行
政
の
仕
組

み
も
時
を
経
な
が
ら
、

改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
期
待
し
て
い
る
。

迷
走
す
る
教
育
改
革

梅原　勇

問 問 

問 問 答 答 

答 答 
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住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
で
は
、
名

前
・
住
所
・
性
別
・
生
年

月
日
と
い
う
個
人
情
報
が

閲
覧
で
き
、
書
き
写
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
十
六
年

度
は
、
二
千
五
百
九
十
五

名
分
の
情
報
が
書
き
写
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
営
業
目

的
の
も
の
を
制
限
で
き
ま

せ
ん
か
。【

永
瀬
　
参
事
】

制
限
は
難
し
い

が
、
今
年
七
月
よ
り
請
求

者
の
審
査
を
厳
格
に
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

御
嵩
駅
前
開
発

に
つ
い
て

都
市
計
画
整
備
の
一
つ
に

御
嵩
駅
前
開
発
計
画
が
あ

り
ま
す
。
観
光
休
憩
所
の

移
転
や
野
菜
売
り
場
を
設

け
る
な
ど
の
案
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
計
画
の
段
階

か
ら
住
民
に
情
報
公
開

し
、
住
民
参
加
で
計
画
を

進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
ま
た
都
市
計
画
課
だ

け
で
な
く
、
農
林
課
、
企

画
な
ど
横
の
連
携
を
と
っ

て
取
り
組
む
べ
き
で
す

が
、
町
の
見
解
は
。

【
水
野
　
参
事
】

町
づ
く
り
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

は
支
援
し
た
い
。
駅
前
開

発
は
御
嵩
町
に
ふ
さ
わ
し

い
鉄
道
の
玄
関
口
と
し

て
、
も
っ
と
い
い
形
に
な

る
よ
う
ご
意
見
、
ご
提
案

を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

二
〇
一
一
年
テ

レ
ビ
地
上
波
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
ま
で
あ
と
五

年
半
。
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

難
視
聴
地
域
の
対
策
を
ど

う
講
じ
ま
す
か
。

【
梅
田
　
助
役
】

県
は
「
原
則
、

住
民
の
負
担
な
く
難
視
聴

地
域
の
受
信
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
具
体
的
な
動
き
は
あ
り

ま
せ
ん
。
町
で
は
九
割
く

ら
い
は
見
る
事
が
で
き
る

と
の
調
査
結
果
で
す
。
Ｉ

Ｔ
に
つ
い
て
は
慎
重
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

御
嵩
駅
前
開
発
の
情
報
公
開
と
住
民
参
加
を
！

岡本隆子

問 問 

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 

答 答 

認
知
症
な
ど
の

判
段
能
力
の
不

十
分
な
高
齢
者
を
狙
っ

て
、
必
要
も
な
い
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
契
約
さ
せ
、

法
外
な
金
額
を
請
求
し
た

り
、
次
々
と
別
な
工
事
を

働
き
か
け
契
約
さ
せ
る
悪

徳
商
法
が
急
増
し
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
か

ら
、
高
齢
者
や
障
害
者
を

守
る
対
策
の
ひ
と
つ
に

「
成
年
後
見
制
度
」
が
あ

る
。
当
町
は
こ
の
制
度
を

導
入
し
て
い
る
が
、
更
な

る
利
用
促
進
を
要
望
し
ま

す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
く
お
考
え
か
。

【
永
瀬
　
参
事
】

全
国
で
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
に
よ
る
被

害
が
問
題
化
し
て
お
り
、

町
内
で
も
悪
質
訪
問
販
売

が
報
告
さ
れ
広
報
で
周
知

し
て
い
る
。
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
弱
者
を
詐
欺

行
為
か
ら
守
る
為
、
今
後

「
地
域
支
え
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
仮
称
）」
を
立

ち
上
げ
対
応
し
て
い
き
た

い
。

地
方
で
も
増
加

し
つ
つ
あ
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
拡
大
を
防

ぐ
為
に
エ
イ
ズ
対
策
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
①
エ
イ

ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動

は
。
②
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

の
開
催
や
展
示
活
動
を
行

っ
て
は
ど
う
か
。
③
受
検

率
向
上
の
た
め
エ
イ
ズ
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
や
検
査
受

付
窓
口
の
紹
介
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
住
民
へ

情
報
提
供
し
て
は
ど
う

か
。
④
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
人
口
呼
吸
用
携
帯
マ

ス
ク
の
普
及
を
望
み
ま

す
。

【
永
瀬
　
参
事
】

①
広
報
な
ど
で

啓
発
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。
②
本
年
度
行
う
「
い

き
い
き
健
康
ま
つ
り
」で
、

パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
③
保
健

所
で
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
管
内
で
は
中
・
高
生

に
対
す
る
出
前
講
座
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
。
④
保

健
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
常
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

悪
徳
商
法
か
ら
町
民
を
守
れ
！

大沢まり子

問 問 

問 問 答 答 

答 答 
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▽
平
成
十
七
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）こ

の
補
正
予
算
は
、

衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
、

八
月
三
十
日
公
示
、
九

月
十
一
日
投
票
の
衆
議

院
議
員
選
挙
費
を
補
正

す
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
九
百
八
十
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
五
十
六
億
三
十

七
万
三
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

七
月
二
十
七
日
開
催

の
第
二
回
臨
時
会
の
議

長
選
挙
に
伴
い
、
会
議

規
則
の
規
定
に
よ
り
新

議
長
の
議
席
を
十
六
番

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
議
席
は

次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

①
番
　
下
地
　
せ
つ
子

②
番
　
早
川
　
文
人

③
番
　
大
沢
　
ま
り
子

⑤
番
　
岡
本
　
隆
子

⑥
番
　
亀
井
　
千
歳

⑦
番
　
佐
谷
　
時
繁

⑧
番
　
梅
原
　
　
勇

⑨
番
　
植
松
　
康
祐

⑩
番
　
鍵
谷
　
　
一

⑪
番
　
鈴
木
　
元
八

⑫
番
　
谷
口
　
鈴
男

⑬
番
　
安
藤
　
幸
雄

⑭
番
　
田
中
　
幸
雄

⑮
番
　
鍵
谷
　
幸
男

⑯
番
　
渡
辺
　
公
夫

▽
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

こ
の
条
例
改
正
は
、

本
年
八
月
の
本
算
定
に

向
け
て
、
税
率
の
改
正

を
す
る
も
の
で
、
平
成

十
七
年
度
は
「
資
産
割

額
」
の
み
改
正
す
る
も

の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
係
る
資
産
割

額
の
税
率
を
二
〇
％
に
、

介
護
納
付
金
課
税
被
保

険
者
に
係
る
資
産
割
額

の
税
率
を
二
・
五
％
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

「
資
産
割
額
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
六
年

度
よ
り
四
〇
％
を
毎
年

一
〇
％
ず
つ
引
き
下
げ

て
い
き
、
平
成
十
七
年

度
は
二
〇
％
、
平
成
十

八
年
度
に
は
一
〇
％
、

平
成
十
九
年
度
か
ら

議
席
の
一
部
変
更

補
正
予
算

条
　
例

第２回臨時会は７月27日に開かれ、国民健康保険税条例の一部改正、国民健康保険特別
会計補正予算など、条例案件１件、予算案件２件、工事請負契約関係２件、計５件が審議さ
れ、すべて原案どおり可決しました。

第
三
回
臨
時
会
は
八
月
十
五
日
に

開
か
れ
、
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会平成17年 第2回臨時会

第
三
回

臨
時
会

第
三
回

臨
時
会
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「
資
産
割
額
」
は
賦
課
し

な
い
予
定
で
す
。

▽
平
成
十
七
年
度
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

今
回
の
補
正
は
、
歳

入
で
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
改
正
に
よ
る
税

収
の
減
額
補
正
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
の
制
度
改
正

に
伴
う
、
国
・
県
支
出
金

の
予
算
の
組
換
え
、
基
金

か
ら
の
繰
入
、
平
成
十
六

年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金

の
補
正
。

歳
出
で
は
、
保
険
給

付
費
の
補
正
、
老
人
保

健
拠
出
金
の
補
正
等
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
千
三
百
十
万

七
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十

七
億
九
百
八
十
九
万
三

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

▽
平
成
十
七
年
度
老
人

保
健
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

今
回
の
補
正
は
、
歳

入
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
六
年
度
決
算
に
よ
る

繰
越
金
見
込
に
よ
る
額
、

及
び
支
払
基
金
・
国
庫

補
助
金
の
過
年
度
精
算

に
よ
る
補
正
と
、
歳
出

に
つ
い
て
は
、
平
成
十

六
年
度
の
医
療
費
の
支

給
に
伴
う
支
払
基
金
・

交
付
金
等
の
精
算
に
よ

る
返
還
金
の
補
正
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

三
千
四
百
五
十
五
万
一

千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
九

億
百
五
十
五
万
一
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締

結〈
契
約
の
目
的
〉

比
衣
地
区
面
整
備(

第
四

工
区
）
工
事

〈
契
約
の
方
法
〉

一
般
競
争
入
札

〈
契
約
金
額
〉

八
千
八
百
五
十
一
万
五

千
円

〈
契
約
の
相
手
方
〉

御
嵩
町
比
衣
四
三
三
番

地
　
㈱
御
嵩
重
機
建
設

代
表
取
締
役
　
吉
田
廣

美▽
工
事
請
負
契
約
の
締

結〈
契
約
の
目
的
〉

御
嵩
地
区
面
整
備(

第
十

四
工
区
）
工
事

〈
契
約
の
方
法
〉

一
般
競
争
入
札

〈
契
約
金
額
〉

五
千
三
百
五
十
五
万
円

〈
契
約
の
相
手
方
〉

可
児
市
下
恵
土
字
広
瀬

五
八
六
七
番
地
一
　
㈱

市
川
工
務
店
可
児
営
業

所
　
所
長
　
木
村
一
朗

【
町
長
報
告
】

▽
平
成
十
六
年
度
下
水

道
特
別
会
計
予
算
の
繰

越
し
の
報
告

こ
の
予
算
の
繰
越
に

つ
い
て
は
、
本
年
第
一

回
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
決
を
受
け
た
下

水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
、
繰
越
明
許

費
で
す
。
そ
の
内
容
は

「
下
水
道
施
設
費
の
管
渠

工
事
」
で
比
衣
地
区
の

面
整
備
（
第
三
工
区
）

工
事
で
す
。

こ
れ
は
、
先
の
「
花

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ

ふ
」
の
開
催
に
伴
い
、

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
の
国
道
二
十

一
号
の
工
事
に
よ
る
交

通
規
制
が
で
き
な
く
な

り
、
工
期
を
平
成
十
七

年
七
月
二
十
九
日
ま
で

延
長
し
、
契
約
金
額
五

千
四
百
七
十
万
五
千
円

の
う
ち
、
千
三
百
五
十

万
円
を
繰
越
し
た
も
の

で
す
。

補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案

諸
般
の
報
告

「花フェスタ2005ぎふ」開催により大渋滞となった周辺道路
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▽
議
長
・
副
議
長

議
　
長
　
渡
辺
公
夫

副
議
長
　
安
藤
幸
雄

▽
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
梅
原
　
勇

副
委
員
長

下
地
せ
つ
子

委
　
員
　
鍵
谷
幸
男

〃
　
　
安
藤
幸
雄

〃
　
　
谷
口
鈴
男

▽
民
生
文
教
常
任
委
員

会委
員
長
　
大
沢
ま
り
子

副
委
員
長

岡
本
隆
子

委
　
員
　
田
中
幸
雄

〃
　
　
鈴
木
元
八

〃
　
　
鍵
谷
　
一

▽
建
設
産
業
常
任
委
員

会委
員
長
　
佐
谷
時
繁

副
委
員
長

早
川
文
人

委
　
員
　
渡
辺
公
夫

〃
　
　
植
松
康
祐

〃
　
　
亀
井
千
歳

▽
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
鍵
谷
　
一

副
委
員
長

鈴
木
元
八

委
　
員
　
谷
口
鈴
男

〃
　
　
梅
原
　
勇

〃
　
　
佐
谷
時
繁

〃
　
　
大
沢
ま
り
子

▽
議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
岡
本
隆
子

副
委
員
長

亀
井
千
歳

委
　
員
　
佐
谷
時
繁

〃
　
　
下
地
せ
つ
子

▽
共
和
中
学
校
組
合
議

会
議
員

鍵
谷
幸
男

渡
辺
公
夫

鍵
谷
　
一

大
沢
ま
り
子

早
川
文
人

▽
可
児
川
防
災
等
た
め

池
組
合
議
会
議
員

渡
辺
公
夫

安
藤
幸
雄

▽
可
茂
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員

渡
辺
公
夫

▽
農
業
委
員
会
選
任
委

員
の
推
薦

農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
推
薦
の
農
業

委
員
と
し
て
、
次
の
四

名
の
方
が
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。

奥
村
雪
雄

木
村
吉
孝

伊
佐
治
惠
一

梅
田
主
税

■平成１７年11月１日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■可児郡御嵩町御嵩１２３９‐１ 10574－67－2111

農
業
委
員
の
推
薦

議
会
報
編
集
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り

ま
し
た
。
議
員
の
熱
い

思
い
を
少
し
で
も
早

く
、
み
な
さ
ま
に
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
メ
ン

バ
ー
一
同
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

（
Ｏ
・
Ｔ
）

長
年
、
議
会
の
ビ
デ

オ
記
録
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
、
御
嵩
町
視
聴
覚
協

議
会
の
渡
邉
政
美
氏

が
、
去
る
九
月
十
五
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
ご
尽
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
合
掌

議
会
報
編
集
委
員
会

編

集

後

記

正副議長、常任委員会委員、議会報編集委員の選任
第２回臨時会は７月27日に開かれ、議長に渡辺公夫氏（52歳）が、副議長に安藤幸雄氏

（70才）が選任されました。また、常任委員会委員や議会運営委員会委員、議会報編集委員
会委員等それぞれ選任されました。

安藤幸雄　副議長 渡辺公夫　議長
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